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古
學
派
の
「
中
庸
章
句
」
に
お
け
る
「
鬼
神
論
」
批
判
に
つ
い
て

趙

要

旨

「
中
庸
」
は
本
來
『
禮
記
』
の
一
篇
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
の
朱
熹
が
『
禮
記
』
か
ら
「
中
庸
」、「
大
學
」
を
抽
出
し
て
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』

と
竝
べ
て
「
四
書
」
と
指
定
し
て
い
る
。「
四
書
」
を
め
ぐ
っ
て
、
朱
子
學
的
な
解
釋
を
施
し
た
の
は
『
四
書
章
句
集
注
』
で
あ
る
。
朱
子
の
『
四

書
章
句
集
注
』
は
宋
代
以
降
の
四
書
注
釋
書
の
中
で
最
も
權
威
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
儒
學
の
古
學
派
の
代
表
的
學
者
で
あ
る
伊
藤

仁
齋
と
荻
生
徂
徠
に
そ
れ
ぞ
れ
「
四
書
」
の
注
釋
書
が

さ
れ
て
い
る
。
古
學
派
の
仁
齋
と
徂
徠
は
基
本
的
に
經
書
本
來
の
意
味
を
追
求
す
る
立

場
か
ら
注
釋
を
施
し
、
朱
子
學
を
批
判
し
て
い
る
が
、「
四
書
」
の
う
ち
に
、「
中
庸
」
の
解
釋
、
特
に
「
鬼
神
」
に
關
す
る
解
釋
に
は
か
な
り
の

相
違
が
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
朱
熹
「
中
庸
章
句
」、
伊
藤
仁
齋
『
中
庸
發
揮
』、
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』
を
比
較
し
な
が
ら
、
古
學
派
の
「
鬼
神

論
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
點
を

證
し
た
。

は
じ
め
に

「
中
庸
」
は
本
來
『
禮
記
』
の
一
篇
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
南
宋
の
朱
子
（
一

一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
が
『
禮
記
』
か
ら
「
中
庸
」、「
大
學
」
を
抽
出
し
て
、

『
論
語
』
や
『
孟
子
』
と
竝
べ
て
、「
四
書
」
と
指
定
し
て
い
る
。「
四
書
」
を
め

ぐ
っ
て
、
朱
子
學
的
な
解
釋
を
施
し
た
の
は
『
四
書
章
句
集
注
』
で
あ
る
。
朱

子
の
『
四
書
章
句
集
注
』（
以
下
、『
集
注
』
と
略

）
は
宋
代
以
降
の
四
書
注

釋
書
の
中
で
最
も
權
威
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
朱
子
學
は
後
世
の
儒
學

へ
の
影
響
が
大
き
く
、
中
國
大
陸
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
官

學
と
な
っ
て
い
た
。
江
戸
日
本
に
お
い
て
は
、
科

試

が
な
か
っ
た
も
の
の
、

朱
子
學
の
正
統
的
地
位
は
幕
府
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
。
朱
子
は
「
中
庸

章
句
」
の
冒
頭
で
「
此
の
篇
は
乃
ち
孔
門
の
傳
授
の
心
法
な
り
。（
中
略
）
其
の

書
、
始
め
に
一
理
を
言
ひ
、
中
に
散
じ
て
萬
事
と
爲
り
、
末
に
復
た
合
し
て
一

理
と
爲
る
。（
中
略
）其
の
味
、
窮
ま
り
無
し
。
皆
實
學
な
り
。
善
く
讀
む
者
は

玩
索
し
て
得
る
有
れ
ば
、
則
ち
終
身
こ
れ
を
用
ふ
。
能
く
盡
さ
ざ
る
者
有
り
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
中
庸
」を
孔
子
一
門
の
傳
授
心
法
と
看
做
し
、
重
視
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し
て
い
る
。
江
戸
儒
學
の
古
學
派
の
代
表
的
學
者
で
あ
る
伊
藤
仁
齋
（
一
六
二

七
〜
一
七
〇
五
）
と
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
四

書
」の
注
釋
書
が
あ
る
一

。
古
學
派
の
仁
齋
と
徂
徠
は
基
本
的
に
經
書
本
來
の
意

味
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
注
釋
を
施
し
て
い
る
が
、「
四
書
」
の
う
ち
に
、「
中

庸
」
の
解
釋
に
お
い
て
は
か
な
り
の
相
違
が
見
え
る
。
本
稿
で
は
、「
中
庸
」
に

見
え
る
「
鬼
神
」
解
釋
を
中
心
に
古
學
派
の
「
中
庸
」
注
釋
の
異
同
點
を

證

し
て
み
た
い
。

一
、
朱
子
の
鬼
神
論

仁
齋
と
徂
徠
の
注
釋
は
朱
子
の
注
を
踏
ま
え
て
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず

は
四
書
學
の
基
本
で
あ
る
朱
子
の
注
釋
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

朱
子
學
の
「
鬼
神
」
に
關
す
る
認
識
に
つ
い
て
、『
朱
子
語
類
』
を
編
纂
し
た

黄
士
毅
は
、「
朱
子
語
類
門
目
」
の
中
で
、
朱
子
の
い
う
「
鬼
神
」
に
は
三
種
類

あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
に
在
る
の
鬼
神
、
陰
陽
造
化
は
是
れ
な
り
。
人
に
在
る
の
鬼
神
、
人
死

ん
で
鬼
と
爲
る
は
是
れ
な
り
。
祭
祀
の
鬼
神
、
神
示
祖
考
は
是
れ
な
り
。

（
在
天
之
鬼
神
、
陰
陽
造
化
是
也
。
在
人
之
鬼
神
、
人
死
爲
鬼
是
也
。
祭
祀

之
鬼
神
、
神
示
祖
考
是
也
。）

つ
ま
り
、
朱
子
學
の
「
鬼
神
」
に
は
「
陰
陽
造
化
」、
亡
霊
、
先
祖
祭
祀
と
い

う
三
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、
朱
子
の
高
弟
で
あ
る
陳
淳
の
朱
子

學
基
本
用
語
集
『
北
溪
字
義
』
の
「
鬼
神
」
の
項
目
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

當
に
聖
經
、
鬼
神
を

く
本
意
を
以
て
一
項
と
作
り
て
論
ず
べ
し
。
又
た

古
人
祭
祀
を
以
て
一
項
と
作
り
て
論
ず
。
又
た
後
世
淫
祀
を
以
て
一
項
と

作
り
て
論
ず
。「
魂
魄
附
」に
又
た
後
世
の
妖
怪
を
以
て
一
項
と
作
り
て
論

ず
。

（
當
以
聖
經

鬼
神
本
意
作
一
項
論
、
又
以
古
人
祭
祀
作
一
項
論
、
又
以
後

世
淫
祀
作
一
項
論
、「
魂
魄
附
」
又
以
後
世
妖
怪
作
一
項
論
。）

陳
淳
に
よ
る
と
、「
鬼
神
」と
い
う
概
念
に
は
經
書
に
説
か
れ
た
鬼
神
本
來
の

意
味
と
古
人
の
祭
祀
、
後
世
の
淫
祀
、
妖
怪
と
い
う
四
種
類
の
意
味
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
限
で
朱
子
學
の
「
鬼
神
」
概
念
を
盡
す
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
の
で
、「
中
庸
章
句
」
に
限
定
し
て

證
し
て
み
た
い
。

「
中
庸
章
句
」
に
お
け
る
「
鬼
神
論
」
に
つ
い
て
、
三
浦
国
雄
氏
の
論
文
「
朱

子
鬼
神
論
の
輪
郭
」二
と
「
朱
子
鬼
神
論
補
」三
及
び
島
田
虔
次
の
『
中
庸
』
解
説

文
四

で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
三
浦
氏
に
よ
る
と
、「
朱
子
の
鬼
神
論
は
要

す
る
に
、
鬼
神
の
陰
陽
化
」
で
あ
る
五

。
鬼
神
の
「
陰
陽
化
」
と
は
具
體
的
に
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
、「
中
庸
章
句
」の
注
釋
を
取
り

げ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

「
中
庸
章
句
」
全
編
に
は
「
鬼
神
」
に
關
係
す
る
内
容
が
八
箇
所
も
あ
る
が
、
第

十
六
章
は
そ
の
代
表
的
な
一
章
と
言
え
る
。
ま
ず
は
第
十
六
章
の
經
文
を
朱
子

の
解
釋
通
り
に
訓
讀
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

子
曰
く
、「
鬼
神
の
德
爲
る
、
其
れ
盛
ん
な
る
か
な
。
之
を
視
れ
ど
も
見
え

ず
、
之
を

け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
物
を
體
し
て
遺
す
可
か
ら
ず
。
天
下
の

人
を
し
て
齊
明
盛
服
し
て
、
以
て
祭
祀
を
承
け
し
む
。
洋
洋
乎
と
し
て
、

其
の
上
に
在
る
が
如
く
、
其
の
左
右
に
在
る
が
如
し
」と
。『
詩
』に
曰
く
、

「
神
の
格きた
る
、
度はか
る
可
か
ら
ず
。
矧いわ
ん
や
射いと
ふ
可
け
ん
や
」と
。
夫
れ
微
の

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
四
号
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顯
は
れ
、
誠
の

ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
此
の
如
き
か
な
。

（
子
曰
、「
鬼
神
之
爲
德
。
其
盛
矣
乎
。
視
之
而
弗
見
、

之
而
弗
聞
、
體

物
而
不
可
遺
。
使
天
下
之
人
齊
明
盛
服
、
以
承
祭
祀
。
洋
洋
乎
。
如
在
其

上
、
如
在
其
左
右
。」『
詩
』曰
、「
神
之
格
思
、
不
可
度
思
。
矧
可
射
思
。」

夫
微
之
顯
、
誠
之
不
可

如
此
矣
。）

ま
ず
、
朱
子
は
冒
頭
の
「
鬼
神
の
德
た
る
、
其
れ
盛
ん
な
る
か
な
」
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
注
釋
し
て
い
る
。

程
子
曰
く
、「
鬼
神
は
、
天
地
の
功
用
に
し
て
、
造
化
の
跡
な
り
」と
。
張

子
曰
く
、「
鬼
神
な
る
者
は
、
二
氣
の
良
能
な
り
」と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
二

氣
を
以
て
言
へ
ば
、
則
ち
鬼
な
る
者
は
陰
の
靈
な
り
、
神
な
る
者
は
陽
の

靈
な
り
。
一
氣
を
以
て
言
へ
ば
、
則
ち
至
り
て
伸
ぶ
る
者
は
神
と
爲
す
、

反
り
て

す
者
は
鬼
と
爲
す
。
其
れ
實
は
一
物
の
み
。（『
集
注
』）

（
子
曰
、「
鬼
神
之
爲
德
、
其
盛
矣
乎
。」程
子
曰
、「
鬼
神
、
天
地
之
功
用
、

而
造
化
之
跡
也
。」
張
子
曰
、「
鬼
神
者
、
二
氣
之
良
能
也
。」
愚
謂
以
二
氣

言
、
則
鬼
者
陰
之
靈
也
、
神
者
陽
之
靈
也
。
以
一
氣
言
、
則
至
而
伸
者
爲

神
、
反
而

者
爲
鬼
。
其
實
一
物
而
已
。）

右
に
よ
る
と
、
朱
子
の
理
解
で
は
、「
鬼
神
」に
つ
い
て
陰
陽
二
氣
の

點
か

ら
言
え
ば
、「
鬼
」
は
陰
の
靈
で
あ
り
、「
神
」
は
陽
の
靈
で
あ
る
。「
鬼
神
」
を

一
氣
の

點
か
ら
言
え
ば
、
至
っ
て
伸
び
る
も
の
は
「
神
」
で
あ
り
、
反
對
に
、

回

す
る
も
の
は「
鬼
」で
あ
る
。
實
は
同
一
物
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
の「
靈
」

と
い
う
の
は
自
然
に
屈
伸
往
来
し
て
、
生
き
生
き
し
て
い
る
の
を
い
う
六

。
こ
の

内
容
に
よ
る
と
、「
中
庸
章
句
」
に
お
い
て
、
朱
子
の
理
解
し
て
い
る
「
鬼
神
」

が
一
般
的
に
い
う
「
妖
怪
」
の
意
味
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
氣
」
の
範
疇

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
朱
子
は
程
子
と
張
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
が
、
實

は
兩
者
へ
の
評
價
に
違
い
が
あ
る
。『
朱
子
語
類
』
に
は
次
の
問
答
が
見
え
る
。

伊
川
「
鬼
神
な
る
者
は
、
造
化
の
跡
」
と
謂
う
は
、

つ
て

渠
の
謂
ふ

所
の
「
二
氣
の
良
能
」
に
如
か
ず
。（
中
略
）
程
子
の
説
固
よ
り
好
し
。
但

だ
、
這
裏
に
在
り
、
渾
淪
に
在
り
て
は
、
張
子
の
説
、
分
明
な
り
。
便
ち

個
の
陰
陽
の
在
る
有
る
を
見
る
。

（
伊
川
謂
「
鬼
神
者
、
造
化
之
跡
」、

不
如

渠
所
謂
「
二
氣
之
良
能
」。

（
中
略
）程
子
之
説
固
好
、
但
在
渾
淪
在
這
裏
。
張
子
之
説
分
明
、
便
見
有

個
陰
陽
在
。）七

右
に
よ
れ
ば
、
朱
子
は
程
伊
川
と
張
載
兩
方
の
説
を
認
め
て
い
る
が
、
張
載

の
説
が
勝
る
と
い
う
認
識
も
示
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、
朱
子
は
張
載
の
い

う
「
二
氣
の
良
能
」
説
は
「
陰
陽
」
と
繫
が
っ
て
、
よ
り
明
瞭
で
あ
る
と
評
價

し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
良
能
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に
解
釋

し
て
い
る
。

問
ふ
、「
鬼
神
は
是
れ
『
功
用
』、『
良
能
』
か
。」

曰
く
、「
但
だ
一
屈
一
伸
す
る
を
以
て
看
る
に
、
一
伸
し
去
れ
ば
便
ち
許
多

の
物
事
を
生
ず
。
一
屈
し
て
來
れ
ば
更
に
一
物
無
く
な
る
。
便
ち
是
れ『
良

能
』、『
功
用
』
な
り
」。

問
ふ
、「
便
ち
是
れ
陰
陽
去
來
す
る
か
。」

曰
く
、「
固
よ
り
是
れ
な
り
。」

（
問
、「
鬼
神
是
『
功
用
』、『
良
能
』。」

曰
、「
但
以
一
屈
一
伸
看
、
一
伸
去
便
生
許
多
物
事
。
一
屈
来
更
無
一
物
了
、

便
是
『
良
能
』、『
功
用
』」。

趙

古
學
派
の
「
中
庸
章
句
」
に
お
け
る
「
鬼
神
論
」
批
判
に
つ
い
て

― ―39



問
、「
便
是
陰
陽
去
來
。」

曰
、「
固
是
。」）八

右
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
朱
子
が
陰
陽
二
氣
と
し
て
「
鬼
神
」
を
捉
え
る
こ

と
は
更
に
明
白
で
あ
ろ
う
。
一
屈
一
伸
す
る
視
點
か
ら
見
れ
ば
、
陰
陽
二
氣
の

伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
萬
物
が
生
ま
れ
る
。
屈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
が
な
く

な
る
。
陰
陽
二
氣
の
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
は
二
氣
の「
功
用
」、「
良
能
」

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
朱
子
は
「
理
氣
」
二
元
論
的
な
世
界

を
提
唱
し

て
い
る
。
朱
子
の
理
解
し
て
い
る
「
鬼
神
」
は
「
氣
」
の
場
合
、「
理
」
と
は
ど

う
い
う
關
係
な
の
か
、
次
の
朱
子
の
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。

「
鬼
神
な
る
者
は
、
二
氣
の
良
能
」、
是
れ
往
來
屈
伸
は
乃
ち
理
の
自
然
に

し
て
、
安
排
布
置
有
る
に
非
ず
を
説
く
。

（「
鬼
神
者
、
二
氣
之
良
能
」、
是
説
往
来
屈
伸
乃
理
之
自
然
、
非
有
安
排
布

置
。）九

右
に
よ
れ
ば
、「
鬼
神
」と
は
陰
陽
二
氣
の
往
來
屈
伸
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
自
然
の
理
で
あ
り
、
人
爲
的
な
操
作
で
は
な
い
。
朱
子
の
理
解
で
は
、「
鬼
神
」

は
「
理
」
に
從
っ
て
動
い
て
い
る
。

朱
子
は
更
に
經
文
に
見
え
る
「
之
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
を

け
ど
も
聞

こ
え
ず
、
物
を
體
し
て
遺
す
可
か
ら
ず
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

鬼
神
に
形
と
聲
無
し
。
然
れ
ど
も
物
の
終
始
、
陰
陽
合
散
の
爲
す
所
に
非

ざ
る
莫
し
。
是
れ
其
の
物
を
爲
す
の
體
に
し
て
、
物
の
能
く
遺
さ
ざ
る
所

な
り
。
其
の
體
物
を
言
ふ
は
、
猶
ほ『
易
』の
所
謂
干
事
が
ご
と
し
。（『
集

注
』）

（
鬼
神
無
形
与
聲
。
然
物
之
終
始
、
莫
非
陰
陽
合
散
之
所
爲
、
是
其
爲
物
之

体
、
而
物
所
不
能
遺
也
。
其
言
体
物
、
猶
易
所
謂
干
事
。）

朱
子
の
解
釋
に
よ
る
と
、「
鬼
神
」に
は
形
も
音
聲
も
な
い
が
、
物
の
終
始
は

す
べ
て
、
陰
陽
二
氣
の
會
合
と
離
散
に
よ
っ
て
爲
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
鬼
神
」

と
關
わ
ら
な
い
こ
と
が
な
い
。
朱
子
學
で
は
、
物
の
實
體
は
「
理
」
に
從
っ
て
、

「
氣
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、「
鬼
神
」
に
痕
跡
が
な
く
、
目
で
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
陰
陽
二
氣
で
構
成
さ
れ
た
「
物
」
の
連
動
か
ら
「
鬼
神
」

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

朱
子
は
更
に
經
文
の
「
天
下
の
人
を
し
て
、
齊
明
盛
服
し
て
、
以
て
祭
祀
を

承
け
し
む
。
洋
洋
乎
と
し
て
、
其
の
上
に
在
る
が
如
く
、
其
の
左
右
に
在
る
が

如
し
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

能
く
人
を
し
て
畏
敬
奉
承
せ
し
め
て
、發
見
昭
著
す
る
こ
と
此
の
如
き
は
、

乃
ち
其
の
物
を
體
し
て
遺
す
可
か
ら
ざ
る
の

な
り
。（『
集
注
』）

（
能
使
人
畏
敬
奉
承
、
而
發
見
昭
著
如
此
、
乃
其
体
物
而
不
可
遺
之

也
。）

右
に
よ
れ
ば
、
人
が
「
鬼
神
」
に
敬
畏
の
念
を
も
っ
て
奉
る
の
は
、
世
の
す

べ
て
が
「
鬼
神
」
で
あ
る
陰
陽
二
氣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
證
な
の
で
あ
る
。

朱
子
は
最
後
に
「
夫
れ
微
の
顯
は
れ
、
誠
の

ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
此
く

の
如
き
か
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

誠
な
る
者
は
、
眞
實
無
妄
の
謂
ひ
な
り
。
陰
陽
合
散
、
實
な
る
者
に
非
ざ

る
無
し
。
故
に
其
の
發
見
の

ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
此
く
の
如
し
。（『
集

注
』）

（
誠
者
、
真
實
無
妄
之
謂
。
陰
陽
合
散
、
無
非
實
者
。
故
其
發
見
之
不
可

如
此
。）

― ―40

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
四
号



朱
子
の
こ
の
言
葉
を
理
解
す
る
た
め
に
、『
朱
子
語
類
』に
見
え
る
次
の
問
答

を
取
り

げ
て
み
よ
う
。

問
ふ
、「
南
軒
の
い
ふ『
鬼
神
、
一
言
以
て
之
を
蔽
へ
ば
、
誠
と
曰
ふ
の
み
。』

此
の
語
は
如
何
。」

曰
く
、「
誠
は
是
れ
實
然
の
理
、
鬼
神
も
亦
た
只
だ
是
れ
實
理
な
り
。
若
し

這
の
理
無
け
れ
ば
、
則
ち
便
ち
鬼
神
無
く
、
萬
物
無
し
。」

（
問
、
南
軒
「『
鬼
神
』、
一
言
以
蔽
之
、
曰
『
誠
』
而
已
。」
此
語
如
何
。

曰
、「
誠
是
實
然
之
理
、
鬼
神
亦
只
是
實
理
。
若
無
道
理
、
則
便
無
鬼
神
、

無
萬
物
。」）一
〇

朱
子
は
「
誠
（
ま
こ
と
）」
と
い
う
一
文
字
で
「
鬼
神
」
を
要
約
し
、「
鬼
神

の
德
爲
る
者
は
、
誠
な
り
。
德
は
只
だ
是
れ
鬼
神
に
就
き
て
言
ふ
。
其
の
情

は
皆
是
れ
實
理
の
み
一
一

」
と
述
べ
て
い
る
。「
誠
」
は
實
在
の
「
理
」
な
の
で
、

「
鬼
神
」
も
同
じ
く
實
在
の
「
理
」
の
反
映
で
あ
る
。
も
し
「
理
」
が
な
け
れ
ば
、

「
鬼
神
」自
體
が
存
在
し
な
い
し
、
萬
物
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
朱
子
は

「
鬼
神
」
の
德
を
「
誠
」
と
し
て
い
る
。
朱
子
は
「
鬼
神
」
を
理
氣
論
の
立
場
で

解
釋
し
て
い
る
。
朱
子
學
で
は
、
世
の
中
の
全
て
の
「
存
在
」
は
必
ず
「
理
」

と
「
氣
」
で
解
釋
さ
れ
る
。「
鬼
神
」
は
「
存
在
」
す
る
以
上
、「
理
」
と
「
氣
」

で
解
釋
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
鬼
神
」
の
德
で
あ
る
「
誠
」
は
「
實
理
」

で
あ
る
。「
鬼
神
」
の
存
在
自
體
が
「
理
」
の
反
映
で
あ
る
。
朱
子
は
「
中
庸
章

句
」
で
「
至
っ
て
誠
な
る
こ
と
、
神
の
如
し
」
と
述
べ
、「
鬼
神
」
は
「
惟
だ
誠

の
至
極
に
し
て
、
一
毫
の
私

心
目
の
間
に
留
る
者
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

朱
子
の
理
解
で
は
、「
鬼
神
」
に
は
一
毫
の
私
欲
も
な
い
の
で
、
最
も
「
理
」
に

近
い
存
在
で
あ
る
。

朱
子
は
更
に
「
中
庸
」
第
二
十
章
に
見
え
る
「
誠
な
る
者
は
、
天
の
道
な
り
。

之
を
誠
に
す
る
者
は
、
人
の
道
な
り
。
誠
な
る
者
は
勉
め
ず
し
て
中
り
、
思
は

ず
し
て
得
、
從
容
と
し
て
道
に
中
る
は
、
聖
人
な
り
。
之
を
誠
に
す
る
者
は
、

善
を

び
て
固
く
之
を
執
る
者
な
り
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

誠
な
る
者
は
、
眞
實
無
妄
の
謂
ひ
に
し
て
、
天
理
の
本
然
な
り
。
之
を
誠

に
す
る
者
は
、
未
だ
能
く
眞
實
無
妄
な
ら
ず
し
て
、
其
の
眞
實
無
妄
を
欲

す
る
の
謂
ひ
な
り
。
人
事
の
當
に
然
る
べ
き
な
り
。
聖
人
の
德
、
渾
然
天

理
に
し
て
、
眞
實
無
妄
な
り
。
思
勉
を
待
た
ず
し
て
從
容
と
し
て
道
に
中

れ
ば
、
則
ち
亦
た
天
の
道
な
り
。
未
だ
聖
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
欲
の

私
を
無
く
す
能
は
ず
し
て
、
其
の
德
を
爲
す
も
能
く
皆
實
に
せ
ず
。
故
に

未
だ
思
は
ず
し
て
得
る
能
は
ず
。（『
集
注
』）

（
誠
者
、
真
實
無
妄
之
謂
、
天
理
之
本
然
也
。
誠
之
者
、
未
能
真
實
無
妄
、

而
欲
其
真
實
無
妄
之
謂
。
人
事
之
當
然
也
。
聖
人
之
德
、
渾
然
天
理
、
真

實
無
妄
。
不
待
思
勉
而
從
容
中
道
、
則
亦
天
之
道
也
。
未
至
於
聖
、
則
不

能
無
人
欲
之
私
、
而
其
爲
德
不
能
皆
實
。
故
未
能
不
思
而
得
。）

朱
子
の
解
釋
に
據
れ
ば
、「
誠
」と
は
眞
實
無
妄
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
天
理
の

本
來
の
姿
で
あ
る
。
聖
人
の
德
は
そ
の
ま
ま
天
理
を
反
映
し
、
私
欲
は
な
い
か

ら
、
後
天
の
學
習
が
な
く
と
も
「
道
」
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
「
天

の
道
」
で
あ
る
。
ま
だ
聖
人
の
領
域
に
至
ら
な
い
人
は
人
欲
を
完
全
に
な
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、「
德
」を
完
全
な
眞
實
の
状
態
、
つ
ま
り
、
天
理
を

り
な
く
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
後
天
の
學
習
で
「
德
」
を
磨

い
て
聖
人
の
領
域
（
即
ち
天
理
）
に
近
づ
く
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
朱
子
の
理
解
し
て
い
る
「
誠
」
と
は
「
天
理
」
の
こ
と
で
あ
る
。
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ま
と
め
て
い
え
ば
、
朱
子
が
「
中
庸
章
句
」
に
お
い
て
理
解
し
て
い
る
「
鬼

神
」
は
陰
陽
二
氣
の
爲
す
と
こ
ろ
で
、
至
誠
の
理
を
反
映
し
て
い
る
。「
誠
」
は

「
理
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
「
鬼
神
論
」
を
理
氣
論
や
道
德
論
と
緊
密
に

結
び
つ
い
て
、「
鬼
神
」
を
天
理
を
反
映
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

二
、
伊
藤
仁
齋
の
鬼
神
論

伊
藤
仁
齋
の
『
中
庸
發
揮
』「

由
」
で
は
、『
中
庸
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

朱
考
亭
氏
に
至
つ
て
は
、『
論
』、『
孟
』、『
大
學
』
を
合
せ
て
列
べ
て
「
四

書
」
と
爲
す
。（
中
略
）
然
れ
ど
も
『
大
學
』
は
本
よ
り
孔
門
の
書
に
非
ず
。

蓋
し
『
詩
』、『
書
』
二
經
に
熟
し
て
、
未
だ
孔
門
の
旨
を
知
ら
ざ
る
者
の

作
る
所
な
り
。
其
の
説
は
別
に
論
ず
。『
孟
子
』の
若
き
は
、
孔
子
の
旨
を

發
明
す
る
者
な
り
。「
中
庸
」も
又
た
孔
子
の
言
を
演
繹
す
。
其
の
書
未
だ

子
思
の
作
る
所
か
否
か
を
的
知
せ
ず
と
雖
も
、然
れ
ど
も
其
の
言
、『
論
語
』

に
合
ふ
を
以
て
、
故
に
之
を
取
る
。（『
中
庸
發
揮
』「

由
」）

（
至
於
朱
考
亭
氏
、
合
『
論
』、『
孟
』、『
大
學
』
列
爲
四
書
。（
中
略
）
然

而
『
大
學
』
本
非
孔
門
之
書
。
蓋
熟
『
詩
』、『
書
』
二
經
、
而
未
知
孔
門

之
旨
者
所
作
。
其
説
別
論
。
若『
孟
子
』、
發
明
孔
子
之
旨
者
也
。「
中
庸
」

又
演
繹
孔
子
之
言
。
其
書
雖
未
的
知
子
思
所
作
與
否
。
然
以
其
言
合
於『
論

語
』、
故
取
之
。）一
二

右
に
據
れ
ば
、
仁
齋
は
「
四
書
」
の
う
ち
、『
大
學
』
は
も
と
も
と
孔
子
の
教

え
で
は
な
く
、
儒
教
の
趣
旨
を
知
ら
な
い
人
の
作
品
と
し
て
い
る
。「
中
庸
」が

本
當
に
子
思
の
作
か
ど
う
か
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
仁
齋
學
で
は
、『
論
語
』を

「
最
上
至
極
、
宇
宙
第
一
の
書
」
と

賛
し
、
き
わ
め
て
高
く
評
價
し
て
い
る
。

『
孟
子
』
は
『
論
語
』
の
注
釋
書
と

賛
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
か
ら
見
れ
ば
、

仁
齋
は
朱
子
の
よ
う
に「
中
庸
」を
子
思
の
作
と
し
て
い
な
い
。
た
だ
、「
中
庸
」

の
内
容
は
『
論
語
』
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
學
習
の
價
値
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

し
か
し
、
仁
齋
は
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
中
庸
」一
書
、
漢
儒
の
誤
る
所
と
爲
る
者
も
亦
た
多
く
居
る
。（『
中
庸
發

揮
』「

由
」）

（「
中
庸
」
一
書
、
爲
漢
儒
所
誤
者
亦
居
多
。）一
三

つ
ま
り
、「
中
庸
」
の
内
容
が
『
論
語
』
と
一
致
す
る
と
指
摘
し
て
い
な
が
ら

も
、
後
世
に
傳
わ
っ
た
「
中
庸
」
に
は
漢
儒
の
誤
解
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
一
四

。
仁
齋
は
「
中
庸
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
し
過
不
及
無
く
し
て
、
平
常
に
行
ふ
可
き
の
德
を

へ
、
以
て
其
の
書

に
名
づ
く
。
先
儒
謬
り
て
堯
舜
以
來
の
傳
授
心
法
、
孔
門
蘊

の
書
と
爲

し
て
、
高
遠

微
の
説
を
以
て
之
を
解
す
。
而
し
て
知
ら
ず
、
孔
孟
の
教
、

仁
義
の
二
字
よ
り
出
で
ず
。
而
し
て
仁
義
の
外
、
又
た
所
謂
中
庸
な
る
者

無
き
な
り
。（『
中
庸
發
揮
』「
綱
領
」）

（
蓋

無
過
不
及
、
而
平
常
可
行
之
德
、
以
名
其
書
。
先
儒
謬
爲
堯
舜
以
來

傳
授
心
法
、
孔
門
蘊

之
書
、
以
高
遠

微
之
説
解
之
。
而
不
知
孔
孟
之

教
、
不
出
于
仁
義
二
字
。
而
仁
義
之
外
、
又
無
所
謂
中
庸
者
也
。）一
五

右
に
據
れ
ば
、
仁
齋
は
先
儒
（
主
に
朱
子
）
の
よ
う
に
、「
中
庸
」
を
「
堯
舜

以
來
の
傳
授
心
法
」（『
集
注
』）の
書
と
し
、
孔
子
の
教
え
の

義
を
傳
え
る
も
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の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
仁
齋
は
孔
孟
の
教
え
が
「
仁
義
」
以
外
に
な
い
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
高
遠

微
」
の
説
を
嫌
っ
て
、「
仁
義
」
を
強
調
す
る

仁
齋
學
は
、
ど
の
よ
う
な
「
鬼
神
論
」
を
持
っ
て
い
る
か
、
仁
齋
の
注
釋
を
確

認
し
て
み
よ
う
。

仁
齋
は
朱
子
の
よ
う
に
「
中
庸
」
全
篇
を
三
十
三
章
に
分
け
て
は
い
な
い
、

「
綱
領
」
と
「
上
篇
」、「
下
篇
」
と
い
う
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
い
る
。「
鬼
神
」

を
論
ず
る
朱
子
の
「
中
庸
章
句
」
の
第
十
六
章
を
仁
齋
は
「
下
篇
」
の
第
一
節

と
し
て
い
る
。
仁
齋
は
「
下
篇
」
の
冒
頭
で
「
此
よ
り
以
て
下
り
て
篇
末
に
至

る
ま
で
、「
中
庸
」
の
原
文
に
非
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
齋
は
こ
の

章
の
内
容
を
「
中
庸
」
の
原
文
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
仁
齋
の
割

注
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
鬼
神
の
德
爲
る
、
其
れ
盛
ん
な
る
か
な
」に
つ
い
て
、
仁
齋
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

陰
は
鬼
と
曰
ひ
、
陽
は
神
と
曰
ふ
。
或
ひ
は
曰
く
、
貴
は
神
と
爲
し
、
賤

は
鬼
と
爲
す
。（『
中
庸
發
揮
』
下
篇
）

（
陰
曰
鬼
、
陽
曰
神
。
或
曰
、
貴
爲
神
、
賤
爲
鬼
。）一
六

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
仁
齋
も
朱
子
と
同

に
、「
陰
陽
」
を
も
っ
て
「
鬼
神
」

を
解
釋
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仁
齋
の
言
う
「
陰
」「
陽
」
は
果
た

し
て
朱
子
の
い
う
「
陰
陽
」
二
氣
で
あ
ろ
う
か
。
仁
齋
が
朱
子
學
の
「
理
氣
論
」

を
嫌
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
陰
陽
二
氣
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
一
七

。

「
貴
」「
賤
」
で
「
鬼
神
」
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判

す
れ
ば
、
仁
齋
の
言

う
「
陰
」「
陽
」
は
形
容
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

陰
で
あ
る
の
が
鬼
で
、
陽
で
あ
る
の
が
神
で
あ
る
。
仁
齋
は
更
に
「
之
を
視
れ

ど
も
見
え
ず
、
之
を

け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
物
を
體
し
て
遺
す
可
か
ら
ず
」
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。

此
れ
は
鬼
神
の
見
聞
す
可
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。
體
は
、
猶
ほ
象
の
ご

と
き
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
鬼
神
に
形
と
聲
が
無
く
、
物
を
象
り
て
之
を

遺
さ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
得
可
か
ら
ざ
る
な
り
。（『
中
庸
發
揮
』
下
篇
）

（
此
言
鬼
神
之
不
可
見
聞
也
。
體
、
猶
象
也
。
言
鬼
神
無
形
與
聲
、
雖
欲
象

物
而
遺
之
、
而
不
可
得
也
。）一
八

右
に
據
れ
ば
、
鬼
神
を
見
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
物
の
形

に
し
て
得
る
こ
と
自
體
が
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
、「
天
下
の
人
を
し
て
齊
明
盛

服
し
て
、
以
て
祭
祀
を
承
け
し
む
。
洋
洋
乎
と
し
て
、
其
の
上
に
在
る
が
如
く
、

其
の
左
右
に
在
る
が
如
し
」
に
つ
い
て
、
仁
齋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
鬼
神
の
德
、
在
ら
ざ
る
所
無
し
。
故
に
能
く
人
を
し
て

畏
敬
奉
承
せ
し
む
る
こ
と
、
此
く
の
如
し
。（『
中
庸
發
揮
』下
篇
）（
言
鬼

神
之
德
、
無
所
不
在
。
故
能
使
人
畏
敬
奉
承
如
此
。）一
九

仁
齋
は
鬼
神
の
德
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
人
々
が
畏
敬
し
、
祭

る
と
見
て
い
る
。
更
に
、「
神
の
格
る
、
度
る
可
か
ら
ず
。
矧
ん
や
射
ふ
可
け
ん

や
。
夫
れ
微
の
顯
に
し
て
、
誠
の

ふ
可
か
ら
ざ
る
、
此
の
如
き
か
な
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

格
と
は
、
來
な
り
。
思
は
、
語
幹
。
射
と
は
、
厭
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は

神
の
來
格
、
億
度
す
可
か
ら
ず
。
唯
だ
當
に
敬
を
盡
す
べ
き
の
み
。
況
ん

や
厭
怠
す
可
け
ん
や
。
上
文
を
承
け
て
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
微
の
至
つ
て
著

る
る
は
、
實
理
自
然
な
り
。
故
に
神
の
見
聞
す
可
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の

心
は
怠
慢
し
て
敬
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。（『
中
庸
發
揮
』
下
篇
）
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（
格
、
來
也
。
思
、
語
幹
。
射
、
厭
也
。
言
神
之
來
格
、
不
可
億
度
。
唯
當

盡
敬
而
已
。
況
可
厭
怠
乎
。
承
上
文
、
言
微
之
至
著
、
實
理
自
然
。
故
雖

神
之
不
可
見
聞
、
而
其
心
不
可
怠
慢
不
敬
也
。）二
〇

右
に
據
れ
ば
、
仁
齋
は
朱
子
と
同
じ
訓
を
施
し
て
い
る
。「
格
」
を
「
來
る
」、

「
射
」
を
「
厭
う
」
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
經
文
の
意
味
は
「
鬼
神
の
來
る
時

期
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
厭
う
こ
と
は
あ
ろ
う
か
。
見
聞
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
怠
慢
せ
ず
に
敬
意
を
持
っ
て
祭
る
し
か
な
い
」
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
仁
齋
は
朱
子
の
よ
う
に
「
鬼
神
」
を
「
誠
」
と
し
て
解

釋
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、「
鬼
神
」
の
存
在
は
「
至
微
」
と
言
っ
て
、
實
に
自

然
な
状
態
と
し
て
い
る
。

經
文
を
句
ご
と
に
解
釋
し
た
う
え
で
、
仁
齋
は
こ
の
章
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

但
だ
此
の
章
、

び
下
文
の
禎
祥
妖

を
説
く
處
、
疑
ふ
可
き
と
爲
す
。

『
論
語
』
に
曰
く
、「
子
は
『
怪
』、『
力
』、『

』、『
神
』
を
語
ら
ず
」
と

（
述
而
篇
）。
又
た
曰
く
、「
未
だ
能
く
人
に
事
へ
ず
、
焉
ぞ
能
く
鬼
に
事
へ

ん
」
と
（
先
進
篇
）。
夫
れ
鬼
神
の
事
、『
詩
』『
書
』
の
所
載
よ
り
以
來
、

古
の
聖
賢
、
皆
、
之
を
畏
敬
奉
承
し
て
暇
あ
ら
ず
。
豈
に
敢
へ
て
間
然
す

る
所
有
ら
ん
や
。
獨
り
吾
が
夫
子
に
至
り
て
、
其
の
言
の
此
く
の
若
き
は
、

蓋
し
以
へ
ら
く
、
鬼
神
に
溺
る
れ
ば
、
則
ち
必
ず
人
道
を
忽
せ
に
し
て
、

其
の
説
、
人
を
惑
は
し
易
き
が
故
な
り
。
此
を
以
て
之
を

れ
ば
、
則
ち

此
の
章
、
恐
ら
く
夫
子
の
語
に
非
ず
。
而
し
て
此
の
節
、
上
に
承
く
る
所

無
く
、
下
に
起
こ
す
所
無
し
。
則
ち
亦
た
他
書
の
脱
簡
な
る
こ
と
、
疑
は

ず
。（『
中
庸
發
揮
』
下
篇
）

（
但
此
章
、

下
文
説
禎
祥
妖

處
、
爲
可
疑
焉
。『
論
語
』曰
、「
子
不
語

怪
力

神
」（
述
而
篇
）。
又
曰
、「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
」（
先
進
篇
）。

夫
鬼
神
之
事
、
自
『
詩
』『
書
』
所
載
以
來
、
古
之
聖
賢
、
皆
畏
敬
奉
承
之

不
暇
。
豈
敢
有
所
間
然
哉
。
獨
至
於
吾
夫
子
、
其
言
之
若
此
者
、
蓋
以
溺

於
鬼
神
、
則
必
忽
人
道
、
而
其
説
易
惑
人
故
也
。
以
此

之
、
則
此
章
恐

非
夫
子
之
語
。
而
此
節
上
無
所
承
、
下
無
所
起
、
則
亦
他
書
之
脱
簡
不

疑
。）二
一

右
に
據
れ
ば
、
仁
齋
は
「
中
庸
章
句
」
に
見
え
る
こ
の
一
章
の
内
容
を
嚴
し

く
批
判
し
て
い
る
。
仁
齋
は
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
は
『
怪
』、『
力
』、『

』、

『
神
』
を
語
ら
ず
」
と
先
進
篇
の
「
未
だ
能
く
人
に
事
へ
ず
、
焉
ぞ
能
く
鬼
に
事

へ
ん
」
を
引
い
て
、
こ
の
一
章
は
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
と
力
説
し
て
い
る
。

仁
齋
は
孔
子
の
「
鬼
神
を
語
ら
ず
」
と
い
う
姿
勢
を
強
調
し
、「
鬼
神
」
に
溺
れ

て
「
人
道
」
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

仁
齋
は
「
鬼
神
」
の
存
在
自
體
を
否
定
し
、
排
斥
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
仁
齋
の
捉
え
る
と
こ
ろ
の
「
人
道
」
が
祖
先
祭
祀
と
い
う
契
機
を
含
ま

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
優
先
順
位
と
し
て
、
ま
ず
「
人
道
」

に
專
念
す
る
こ
と
を
訴
え
る
仁
齋
は
、
こ
の
「
鬼
神
」
を
説
く
一
章
に
つ
い
て
、

ほ
か
の
書
籍
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
仁
齋
の
儒
學
基
本
用

語
集
で
あ
る
『
語
孟
字
義
』
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鬼
神
の
説
は
當
に
『
論
語
』
の
載
す
る
所
の
夫
子
の
語
を
以
て
正
と
爲
す

べ
し
。
而
し
て
其
の
他
『
禮
記
』
等
の
議
論
を
以
て
こ
れ
に
雑まじ
ゆ
可
か
ら

ざ
る
な
り
。（
中
略
）
諸
もろもろ
鬼
神
を
論
ず
る
言
は
皆
漢
儒
の

託
偽
撰
に
出

で
て
、夫
子
の
言
に
非
ざ
る
こ
と
彰しゃふし々ゃふと
し
て
明
か
な
り
。（『
語
孟
字
義
』

― ―44

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
四
号



巻
之
下
・
鬼
神
）

（
鬼
神
之
説
當
以
『
論
語
』
所
載
夫
子
之
語
爲
正
。
而
不
可
以
其
他
『
禮
記
』

等
議
論
雑
之
也
。（
中
略
）諸
論
鬼
神
之
言
皆
出
於
漢
儒
之

託
偽
撰
、
而

非
夫
子
之
言
彰
々
明
矣
。）

仁
齋
は
「
鬼
神
」
を
孔
子
の
論
ぜ
ざ
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
經
書
に
見
え
る
「
鬼

神
」
關
係
の
内
容
は
み
な
漢
儒
の
偽
造
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
仁
齋
は
儒
學

か
ら
「
鬼
神
」
概
念
を
取
り
除
く
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

朱
子
は
「
至
つ
て
誠
な
る
は
神
の
如
し
」（「
中
庸
章
句
」）
と
述
べ
、「
鬼
神
」

の
德
を
「
誠
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
更
に
、「
誠
な
る
者
は
、
眞
實
無
妄

の
謂
ひ
、
天
理
の
本
然
な
り
」（「
中
庸
章
句
」）と
注
釋
し
て
い
る
。
こ
の
見
解

に
つ
い
て
、
仁
齋
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

誠
と
は
、
聖
人
の
行
、
眞
實
に
し
て

り
無
く
、
自
ら
力
用
は
ず
し
て
、

猶
ほ
天
道
の
自
然
流
行
す
る
が
ご
と
き
を
謂
ふ
な
り
。
故
に
曰
く
、「
天
の

道
な
り
」。
之
を
誠
に
す
る
者
は
、
未
だ
能
く
眞
實
に
し
て

り
無
く
せ
ず

と
雖
も
、眞
實
に
し
て

り
無
き
に
至
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
の
謂
ひ
な
り
。

人
の
道
の
立
つ
る
所
以
な
り
。
故
に
曰
く
、「
人
の
道
な
り
」。
勉
め
ず
し

て
中
る
は
、
禮
な
り
。
思
は
ず
し
て
得
は
、
智
な
り
。
從
容
と
し
て
道
に

中
る
は
、
仁
な
り
。
蓋
し
此
の
三
者
は
、
聖
人
の
德
、
誠
の
功
な
り
。「
善

を

び
て
固
く
之
を
執
る
」。
善

の
分
を
審
か
に
し
て
、
以
て
固
く
其
の

善
を
守
る
は
、
之
を
誠
に
す
る
の
事
を
謂
ふ
な
り
。（『
中
庸
發
揮
』下
篇
）

（
誠
者
、
謂
聖
人
之
行
、
真
實
無
偽
、
自
不
用
力
、
猶
天
道
之
自
然
流
行
也
。

故
曰
、「
天
之
道
也
」。
誠
之
者
、
雖
未
能
真
實
無
偽
、
而
求
至
於
真
實
無

偽
之
謂
。
人
道
之
所
以
立
也
。
故
曰
、「
人
之
道
也
」。
不
勉
而
中
、
禮
也
。

不
思
而
得
、
智
也
。
從
容
中
道
、
仁
也
。
蓋
此
三
者
、
聖
人
之
德
、
誠
之

功
也
。「

善
而
固
執
之
」、
謂
審
善

之
分
、
以
固
守
其
善
、
誠
之
之
事

也
。）二
二

右
に
據
れ
ば
、「
誠
」と
は
聖
人
の
行
い
で
あ
り
、
眞
實
で
あ
っ
て

り
が
な

い
。
自
ら
力
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
ま
る
で
自
然
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
す

言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
天
の
道
」
と
言
え
る
。「
誠
之
」
と
は
、
ま
だ
聖
人
の

領
域
に
到
達
せ
ず
、
努
力
し
て
聖
人
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
求
め
る
行
爲
を
表
す

言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
人
の
道
」
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
人
の
道
」

と
は
「
禮
」、「
智
」、「
仁
」
と
い
う
聖
人
の
「
三
德
」
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ

て
、「
誠
」の
效
用
と
も
言
え
る
。
一
見
す
れ
ば
、
仁
齋
の
解
釋
は
朱
子
と
類
似

し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
朱
子
が
「
誠
」
を
「
天
理
」

と
捉
え
て
い
る
に
對
し
て
、
仁
齋
は
「
誠
」
を
「
聖
人
の
行
い
」
と
捉
え
て
い

る
。
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
仁
齋
の
い
う
「
天
の
道
」
と
朱
子
の
い
う

「
天
理
」と
は
完
全
に
違
う
概
念
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
仁
齋
の
世
界

は
そ
も

そ
も
朱
子
の
よ
う
な
「
理
氣
二
元
論
」
で
は
な
く
、「
一
元
氣
」
論
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
國
の
明
清
思
想
に
見
え
る
「
氣
一
元
論
」
と
も
一
致
し
て
い

な
い
。「
氣
一
元
論
」
だ
と
す
れ
ば
、
萬
物
の
存
在
は
根
元
に
あ
る
「
氣
」
か
ら

派
生
し
た
も
の
で
、
萬
物
は
た
だ
の
形
象
で
、「
氣
」が
本
體
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
仁
齋
の
「
一
元
氣
」
論
で
は
、「
道
」
を
「
天
の
道
」、「
地
の
道
」、「
人
の

道
」
と
三
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
陰
陽
」、「
剛
柔
」、「
仁
義
」
と
い
う

相
對
し
て
流
行
す
る
二
つ
の
要
素
を
設
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
、
地
、
人
に
屬

す
る
萬
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
二
つ
の
要
素
の
間
に
往
來
通
行
し
て
已
ま
な
い
も
の

と
捉
え
て
い
る
。
天
地
が
な
け
れ
ば
、「
氣
」
が
な
い
。「
氣
」
は
天
地
に
即
し
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て
見
ら
れ
る
一
種
の
性
質
で
あ
り
、天
地
に
先
立
つ
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
仁
齋
の
言
う
「
氣
」
の
運
動
は
何
に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

天
地
が
有
れ
ば
、
そ
の
間
に
自
ず
か
ら
に
し
て
あ
る
運
動
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
二
三

。
即
ち
、
仁
齋
の
い
う
「
天
の
道
」
の
「
陰
陽
」
と
「
人
の
道
」
の
「
仁

義
」
と
は
干
渉
す
る
關
係
に
な
い
。
仁
齋
は
「
誠
」
を
「
聖
人
の
行
い
」
と
い

う
具
象
化
的
な
概
念
と
し
て
い
る
。「
誠
之
」
も
「
聖
人
の
行
い
」、
言
い
換
え

れ
ば
「
仁
」「
禮
」「
智
」
に
近
づ
く
た
め
の
修
行
と
し
て
い
る
。
仁
齋
の
「
鬼

神
」
に
關
す
る
議
論
は
あ
く
ま
で
も
人
間
社
會
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

仁
齋
の
注
釋
を
ま
と
め
る
と
、「
鬼
神
」
解
釋
は
祖
先
祭
祀
に
限
定
さ
れ
る
。

「
中
庸
」
に
見
え
る
「
鬼
神
」
に
關
係
す
る
内
容
は
別
の
書
物
の
内
容
が
紛
れ
込

ん
だ
も
の
で
、
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
。「
中
庸
」
に
見
え
る
「
誠
」
は
「
聖
人

の
行
い
」
を
指
し
示
す
言
葉
で
あ
る
。
朱
子
學
の
「
誠
と
は
天
理
の
本
然
」
と

い
う
説
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
荻
生
徂
徠
の
鬼
神
論

朱
子
が
「
四
書
學
」
を
重
ん
じ
た
の
に
對
し
て
、
徂
徠
は
「
六
經
」
を
「
四

書
」
よ
り
重
視
し
て
い
る
。「
六
經
」
重
視
の
徂
徠
か
ら
み
れ
ば
「
四
書
」
は
「
六

經
」
か
ら
一
段
下
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
四
書
」
の
う
ち
に
、『
論
語
』
を

「
六
經
の
補
完
」（『
論
語
徴
』）
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、『
論
語
』
は
「
四
書
」

の
中
で
は
最
も
重
要
な
經
典
で
あ
る
。
徂
徠
學
に
お
け
る
「
中
庸
」
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
『
辨
道
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
れ
道
と
は
、
先
王
の
道
な
り
。
思
孟
よ
り
し
て
後
、
降
り
て
儒
家
者
流

と
爲
り
、
乃
ち
始
め
て
百
家
と
衡
を

ふ
。
自
ら
小
に
す
る
と
謂
ふ
可
き

の
み
。
夫
の
子
思
、「
中
庸
」を
作
る
を

る
に
、
老
氏
と
抗
す
る
者
な
り
。

老
氏
は
聖
人
の
道
を

と
謂
ふ
。
故
に
性
に
率
ふ
を
こ
れ
道
と
謂
ひ
、
以

て
吾
が
道
の

に
非
ざ
る
を
明
か
す
。
是
を
以
て
其
の
言
、
終
に
誠
に

す
な
り
。
中
庸
と
は
、
德
行
の
名
な
り
。
子
思
借
り
て
以
て
道
を
明
か
し

て
、
老
氏
の
中
庸
に
非
ざ
る
を
斥
く
。
後
世
、
遂
に
「
中
庸
の
道
」
を
以

て
す
る
者
は
誤
る
。（『
辨
道
』
一
）

（
夫
道
、
先
王
之
道
也
。
思
孟
而
後
、
降
爲
儒
家
者
流
、
乃
始
與
百
家

衡
。

可
謂
自
小
己
。

夫
子
思
作「
中
庸
」、
與
老
氏
抗
者
也
。
老
氏
謂
聖
人
之

道
偽
矣
。
故
率
性
之
謂
道
、
以
明
吾
道
非
偽
。
是
以
其
言
終

於
誠
也
。

中
庸
者
、
德
行
之
名
也
。
子
思
借
以
明
道
、
而
斥
老
氏
之
非
中
庸
。
後
世

遂
以
中
庸
之
道
者
誤
矣
。）二
四

右
に
據
れ
ば
、
徂
徠
の
「
中
庸
」
に
關
す
る
認
識
は
仁
齋
と
異
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
ず
、
徂
徠
は
子
思
が
「
中
庸
」
を
書
い
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
、
徂
徠
に
よ
れ
ば
、「
中
庸
」は
子
思
が
老
莊
思
想
と
對
抗
す

る
た
め
に
書
い
た
も
の
で
、
孔
子
の
教
え
か
ら
外
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徂
徠
は
、

「
中
庸
」
を
「
德
行
の
名
」
と
し
、
朱
子
學
と
異
な
り
、「
中
庸
」
を
孔
門
の
傳

授
心
法
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
中
庸
の
道
」も
存
在
し

な
い
と
い
う
。『
辨
道
』
の
言
葉
の
み
な
ら
ず
、『
中
庸
解
』
序
文
で
も
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

中
庸
な
る
者
は
、道
の
甚
し
く
は
高
か
ら
ず
し
て
行
ひ
易
き
者
、

ち「
孝
、

悌
、
忠
、
信
」
の
類
を
謂
ふ
。（
中
略
）
其
の
書
、
專
ら
「
學
び
て
以
て
德

を
成
す
」
と
言
ひ
て
、「
中
庸
」
を
以
て
遠
き
に
行
き
、
高
き
に
登
る
の
基
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と
爲
せ
ば
、
則
ち
孔
子
の
家
法
な
り
。
た
だ
天
に
本
づ
き
、
性
に
本
づ
き
、

中
庸
の
德
、
人
情
に
遠
か
ら
ざ
る
を
言
ひ
、
以
て
其
の

に
非
ざ
る
を
明

か
に
す
。
德
を
成
す
者
の
能
く
誠
に
す
る
を
言
ひ
て
、
以
て
禮

も
亦
た

に
非
ざ
る
を
明
か
に
す
。（
中
略
）
其
の
孔
子
に
異
な
る
所
以
の
者
は
、

ち
禮

を
離
れ
て
其
の
義
を
言
ひ
、
必
ず
其
の
言
は
ん
と
欲
す
る
所
を

盡
し
て
後
や
む
。
此
に
至
り
て
其
の
後
、
儒
者
は
務
め
て
己
の
意
を
以
て

聖
人
の
道
を
語
る
。（
中
略
）
程
朱
二
家
に
至
り
、
道
統
の
説
を
立
て
て
、

專
ら
以
て
道
を
傳
ふ
る
の
書
と
爲
す
。
是
に
於
い
て
か
又
た「
中
庸
の
道
」

有
る
な
り
。
妄
な
り
と
謂
ふ
可
き
の
み
。（『
中
庸
解
』）

（
中
庸
者
、
謂
道
之
不
甚
高
而
易
行
者
、

孝
悌
忠
信
之
類
也
。（
中
略
）

其
書
專
言
學
以
成
德
、
而
以
中
庸
爲
行
遠
登
高
之
基
、
則
孔
子
之
家
法
也
。

本
天
本
性
、
言
中
庸
之
德
不
遠
人
情
、
以
明
其
非
偽
。
言
成
德
者
之
能

誠
、
以
明
禮

亦
非
偽
。（
中
略
）其
所
以
異
乎
孔
子
者
、

離
禮

而
言

其
義
、
必
盡
其
所
欲
言
而
後
已
。
至
此
其
後
、
儒
者
務
以
己
意
語
聖
人
之

道
。（
中
略
）至
於
程
朱
二
家
、
立
道
統
之
説
、
而
專
以
爲
傳
道
之
書
、
於

是
乎
又
有
「
中
庸
之
道
」
也
。
可
謂
妄
已
。）二
五

こ
れ
に
據
る
と
、「
中
庸
」
と
は
「
道
」
の
そ
れ
ほ
ど
高
遠
な
も
の
で
は
な
く
、

比
較
的
に
簡

に
行
え
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、「
孝
、
悌
、

忠
、
信
」
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仁
齋
の
「
道
、
人
情
よ
り
遠
か
ら
ず
」

の
發
想
と
一
致
し
て
い
る
。
更
に
、「
中
庸
」
と
『
論
語
』
の
異
同
に
つ
い
て
、

徂
徠
は
獨
自
の
解
釋
を
な
し
て
い
る
。
徂
徠
に
據
る
と
、
孔
子
以
降
の
時
代
は
、

禮

が

れ
て
い
る
。「
中
庸
」
は
禮

か
ら
離
れ
て
先
王
の
「
道
」
を
説
い
て

い
る
故
に
、「
義
理
」
だ
け
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
禮

な
ど
具
體
的
な
「
物
」

な
し
で
は
、
ま
す
ま
す
先
王
の
「
道
」
か
ら
離
れ
て
い
く
二
六

。
後
世
の
儒
者
も

自
分
の
意
見
を
語
り
盡
く
す
た
め
、
自
分
の
考
え
た
「
道
」
を
語
る
よ
う
に
な

る
。
程
子
や
朱
子
に
至
っ
て
は
、
獨
自
の
「
道
統
の
説
」
を
立
て
て
、「
中
庸
」

を
「
道
」
を
傳
え
る
書
と
し
て
い
る
の
で
、
孔
子
の
教
え
と
懸
け
離
れ
て
い
る
。

徂
徠
の
こ
の
「
中
庸
」
に
對
す
る
理
解
は
朱
子
と
も
仁
齋
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

徂
徠
の
『
中
庸
解
』
の
構
成
に
關
し
て
は
、
朱
子
同

、「
中
庸
」
全

を
一

貫
し
た
體
系
の
も
の
と
捉
え
、
朱
子
の
「
中
庸
章
句
」
の
順
序
に
從
っ
て
逐
次

批
判
し
て
い
る
。「
中
庸
」
を
「
綱
領
」
と
上
、
下
二
篇
に
分
け
て
解
釋
を
施
し

た
仁
齋
の
『
中
庸
發
揮
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
徂
徠
の
鬼
神
論
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
徂
徠
の
『
中
庸
』
解
釋
を
逐
一
確
認
し
て
お
こ
う
。

鬼
神
な
る
者
は
、
天
地
の
心
な
り
。
天
地
の
心
は
、
得
て
見
る
可
か
ら
ず
。

故
に
こ
れ
を
德
と
謂
ふ
。「
鬼
神
の
德
爲
る
」は
、
猶
ほ
中
庸
の
德
爲
る
が

如
し
。
人
に
德
を
知
る
者
鮮
し
。
又
た
古
文
辭
を
知
ら
ず
、
故
に
妄
り
に

「
鬼
神
」を
以
て
一
物
と
爲
す
を
意
ふ
。
而
し
て
鬼
神
有
無
の
説
こ
こ
に
起

こ
る
。
鬼
な
る
者
は
、
人
鬼
な
り
。
神
な
る
者
は
、
天
神
な
り
。
先
王
、

祖
考
を
祭
り
て
こ
れ
を
天
に
配
す
。
鬼
を
「
鬼
神
」
と
曰
ふ
者
は
、
天
人

を
合
す
る
の
名
な
り
。
後
儒
、
こ
れ
を
知
ら
ず
。

ち
以
て
陰
陽
氣
の
靈

と
爲
す
。
悲
し
い
か
な
。（『
中
庸
解
』
第
十
五
章
）

（
鬼
神
者
、
天
地
之
心
也
。
天
地
之
心
、
不
可
得
而
見
矣
。
故
謂
之
德
。
鬼

神
之
爲
德
、
猶
如
中
庸
之
爲
德
。
人
知
德
者
鮮
矣
。
又
不
知
古
文
辭
、
故

妄
意
以
鬼
神
爲
一
物
。
而
鬼
神
有
無
之
説
起
焉
。
鬼
者
、
人
鬼
也
。
神
者
、

天
神
也
。
先
王
祭
祖
考
而
配
諸
天
。
鬼
曰
鬼
神
者
、
合
天
人
之
名
也
。
後

儒
不
知
之
、

以
爲
陰
陽
氣
之
靈
。
悲
夫
。）二
七
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右
の
徂
徠
の
注
釋
に
據
れ
ば
、「
鬼
神
」
は
「
天
地
の
心
」
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、「
天
地
の
心
」
は
目
で
見
え
な
い
た
め
、
こ
れ
を
「
德
」
と
呼
ぶ
。
こ

の
解
釋
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
子
と
異
な
っ
て
、「
鬼
神
」を「
陰

陽
二
氣
」
と
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
徂
徠
は
「
鬼
神
」
を
「
天
」

と
「
人
」
を
合
す
る
言
葉
と
し
て
い
る
。
徂
徠
は
續
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
物
を
體
す
」
と
は
、「
仁
を
體
す
」
の
「
體
」
の
如
し
。「
物
」
と
は
、
禮

の
物
な
り
。
た
と
へ
ば
、「
祭
る
に
在
す
が
如
く
す
」、「
祭
る
」
は
「
體
」

に
し
て
、「
在
す
が
如
く
す
」
は
其
の
物
な
り
。「
仁
を
體
す
」
と
は
、
こ

れ
を
恭
ら
し
て
離
さ
れ
ざ
る
な
り
（
中
略
）「
祭
る
に
在
す
が
如
く
す
」、

在
る
が
如
く
す
る
の
道
な
り
、
烏
ぞ
能
く
「
鬼
神
」
を
離
れ
て

に
こ
れ

を
求
め
ん
や
。
是
れ
鬼
神
を
遺
れ
て
體
す
る
無
き
物
な
り
。（『
中
庸
解
』

第
十
五
章
）

（
體
物
、
如
體
仁
之
體
。
物
者
、
禮
之
物
也
。

如
祭
如
在
、
祭
者
體
、
而

如
在
者
其
物
也
。
體
仁
者
、
恭
之
而
不
離
也
。（
中
略
）祭
而
如
在
、
如
在

之
道
、
烏
能
離
鬼
神
而

之
求
哉
。
是
遺
鬼
神
而
無
體
之
物
也
。）二
八

右
に
據
れ
ば
、「
物
を
體
す
」
の
「
體
」
は
「
仁
を
體
す
」
の
「
體
」
と
同
じ
、

つ
ま
り
、「
體
得
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
物
」
は
「
禮
」
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
。
こ
れ
は
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
注
釋
と
一
貫
性
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
徂

徠
に
言
わ
せ
れ
ば
、
所
謂
「
先
王
の
道
」
は
古
代
の
禮

の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
「
禮

」
は
す
べ
て
實
在
の
「
物
」
で
あ
っ
て
、
空
洞
の
「
理
」
で
は
な
い
。

こ
こ
の
解
釋
か
ら
み
れ
ば
、
徂
徠
は
あ
く
ま
で
も
「
鬼
神
」
の
こ
と
を
祖
先
祭

祀
の
場
合
に
お
い
て
議
論
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
鬼
神
」と
い
う
祖
先
祭
祀
の

人
間
活
動
を
通
じ
て
、
人
々
は
實
在
的
な
物
で
あ
る
「
禮
」
を
體

す
る
と
い

う
解
説
で
あ
ろ
う
。

「
視
れ
ど
も
見
え
ず
、

け
ど
も
聞
こ
え
ず
」と
言
ふ
は
、
鬼
神
無
き
が
若

く
然
り
。
然
れ
ど
も
「
鬼
神
」
を
離
れ
て
所
謂
禮
の
物
無
け
れ
ば
、
則
ち

鬼
神
卒
に
遺
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
又
た
能
く
天
下
の
人
を
し
て
其
の
精

誠
を
極
め
て
以
て
事
へ
し
む
な
り
。
人
、
精
誠
を
極
め
て
以
て
事
へ
れ
ば
、

則
ち
其
の
優
然
と
し
て
左
右
上
下
に
在
す
が
如
き
を
覺
ゆ
。
此
れ
は
盛
爲

る
所
以
な
り
。
格
と
は
、
來
る
な
り
。
意
に
感
ず
る
有
り
。
人
、
其
の
誠

を
以
て
感
じ
て
、
以
て
こ
れ
を
來
た
ら
す
を
謂
ふ
な
り
。（『
中
庸
解
』
第

十
五
章
）

（
言
視
而
不
見
、

而
不
聞
、
若
無
鬼
神
然
。
然
離
鬼
神
而
無
所
謂
禮
之
物
、

則
鬼
神
卒
不
可
遺
也
。
又
能
使
天
下
之
人
極
其
精
誠
以
事
也
。
人
極
精
誠

以
事
焉
、
則
覺
其
優
然
如
在
乎
左
右
上
下
焉
。
此
所
以
爲
盛
也
。
格
、
來

也
。
有
感
意
。
謂
人
以
其
誠
感
以
來
之
也
。）二
九

右
に
據
る
と
、「
鬼
神
」は
見
え
な
い
し
、
聞
こ
え
な
い
。
し
か
し
、
人
は「
鬼

神
」
が
あ
る
よ
う
に
敬
を
も
っ
て
祭
っ
て
い
る
。
人
が
誠
意
を
き
わ
め
て
祭
事

に
臨
め
ば
、「
鬼
神
」
が
左
右
上
下
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
い
う
。

徂
徠
の
「
鬼
神
」
章
注
釋
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
朱
子
學
の
「
陰
陽
」
の
よ

う
に
、
人
間
精
神
の
内
面
世
界
か
ら
自
然
萬
物
の
外
面
世
界
ま
で
の
諸
現
象
を

説
明
す
る
概
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
祭
祀
の
對
象
と
し
て
の
「
鬼
神
」
で

あ
る
。
故
に
、
徂
徠
は
「
鬼
神
」
概
念
を
「
禮
」
と
い
う
人
間
活
動
に
實
體
化

さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
の
い
う
「
鬼
神
」
も
ま
た
「
國
家
」
と
い
う
大

き
な
實
體
と
繫
が
っ
て
い
る
。
徂
徠
は
『
辨
名
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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鬼
神
な
る
者
は
、
先
王
、
こ
れ
を
立
つ
。
先
王
の
道
、
こ
れ
を
天
に
本
づ

く
。
天
道
を
奉
じ
て
以
て
こ
れ
を
行
ふ
。
其
の
祖
考
を
祀
り
、
こ
れ
を
天

に
合
す
。
道
の
由
り
て
出
づ
る
所
な
り
。
故
に
曰
く
、「
鬼
と
神
と
合
す
る

は
、
教
の
至
り
な
り
」。（『
辨
名
』
天
命
帝
鬼
神
）

（
鬼
神
者
、
先
王
立
焉
。
先
王
之
道
、
本
諸
天
、
奉
天
道
以
行
之
。、
祀
其

祖
考
、
合
諸
天
。
道
之
所
由
出
也
。
故
曰
、
合
鬼
與
神
、
教
之
至
也
。）

徂
徠
に
據
れ
ば
、「
鬼
神
」と
い
う
概
念
は
も
と
も
と
古
代
の
聖
王
が
作
っ
た

も
の
で
あ
る
。
先
王
の
道
は
「
天
」
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
な
の
で
、
祖
先
祭

祀
の
對
象
と
し
て
の
「
鬼
神
」
も
ま
た
「
天
道
」
に
一
致
し
て
い
る
。「
鬼
神
」

も
徂
徠
の
い
う
「
道
」、
つ
ま
り
、「
禮

」
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
先
王
の
教
え

の
最
高
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
朱
子
の
「
中
庸
章
句
」
は
、「
鬼
神
」
に
深
く
關
わ
る
「
誠
」
と

い
う
概
念
の
説
明
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
朱
子
に
よ
る
と
、
天
道
に
お
け
る「
實

理
」
の
「
誠
」
と
人
々
が
務
め
る
べ
き
「
誠
」
に
よ
っ
て
、
天
人
相
關
が
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
「
誠
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

至
微
の
末
。
己
の
自
ら
知
る
能
ざ
る
所
の
者
は
、

ち
人
能
く
顯
然
と
し

て
こ
れ
を
知
る
。
是
れ
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
凡
そ
事
は
、

以
て
勉
強
し
、

飾
す
可
か
ら
ず
。
必
ず
其
の
德
を
成
す
を
以
て
務
め
と

爲
す
。
苟
も
能
く
德
を
成
せ
ば
則
ち
内
外
一
な
り
。
是
れ
を
こ
れ
を
誠
と

謂
ふ
。
夫
れ
兄
弟
げき
牆しょうし
、
家
人
し
し
し
、
妻さい
ど

し
か
ら
ざ
れ
ば
、
則

ち
父
母
の
前
に
掩
飾
し
て
、其
の
心
を
憂
へ
し
め
ざ
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
、

然
れ
ど
も
至
微
の
末
に
顯
然
す
。
己
の
知
覺
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
父
母
能

く
こ
れ
を
知
る
。
是
の
微
の
顯
る
る
は
、
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

鬼
神
の
德
爲
る
は
誠
な
り
。故
に
得
て
こ
れ
を
見
聞
す
可
か
ら
ず
と
雖
も
、

然
れ
ど
も
人
能
く
鬼
神
有
る
を
知
り
て
こ
れ
に
事
へ
て
怠
ら
ず
。
是
れ
も

亦
た
「
微
の
顯
る
る
、
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
」
な
り
。
故
に
人
、
中
庸

を
務
め
て
以
て
其
の
德
を
成
せ
ば
、
則
ち
廣
大
精
微
高
明
な
る
者
、
皆
至

る
。
此
れ
は
高
き
に
登
る
に
必
ず
自
ら
卑
く
し
、
遠
き
に
行
く
に
必
ず
自

ら
邇ちか
く
す
の
意
な
り
。（
中
略
）（
朱
熹
）
又
た
「
誠
」
を
以
て
眞
實
無
妄

の
理
と
爲
し
、「
鬼
神
」を
以
て
陰
陽
合
散
と
爲
す
。
皆
其
の
家
言
に
し
て
、

極
め
て
高
く
、
至
つ
て
遠
き
の
説
な
り
。
豈
に
「
中
庸
」
の
説
に
宜
し
く

言
ふ
所
な
ら
ん
や
。
且
つ
「
微
顯
」
二
字
、「
禮
器
」
に
、「
禮
に
大
有
り

小
有
り
、
顯
有
り
微
有
り
」
と
曰
ふ
が
如
し
。
古
人
の
用
ふ
る
所
は
、
豈

に
其
の
所
謂
「
體
用
一
源
」、「
顯
微
無
間
」
の
謂
ひ
な
ら
ん
や
。（『
中
庸

解
』
第
十
五
章
）

（
至
微
之
末
、
己
之
所
不
能
自
知
者
、

人
能
顯
然
知
之
、
是
誠
之
不
可
掩

也
。
故
凡
事
不
可
以
勉
強
偽
飾
爲
。
必
以
成
其
德
爲
務
。
苟
能
成
德
、
則

外
一
矣
。
是
謂
之「
誠
」。
夫
兄
弟

牆
、
家
人

、
妻

不

、
則

雖
掩
飾
於
父
母
之
前
、
而
欲
不
使
其
心
憂
、
然
顯
然
於
至
微
之
末
、
己
之

所
不
知
覺
、
而
父
母
能
知
之
。
是
微
之
顯
誠
之
不
可
掩
也
。
鬼
神
之
爲
德
、

誠
也
。
故
雖
不
可
得
而
見
聞
之
。
然
人
能
知
有
鬼
神
、
而
事
之
不
怠
。
是

亦
微
之
顯
誠
之
不
可
掩
也
。
故
人
務
中
庸
以
成
其
德
、
則
廣
大
精
微
高
明

者
皆
至
焉
。
此
登
高
必
自
卑
、
行
遠
必
自
邇
之
意
。（
中
略
）朱
熹
以
父
母

其
順
矣
乎
爲
登
高
行
遠
者
。
可
謂
強
矣
。
又
以
誠
爲
真
實
無
妄
之
理
、
以

鬼
神
爲
陰
陽
合
散
、
皆
其
家
言
、
極
高
至
遠
之

。
豈
「
中
庸
」
之
書
所

宜
焉
哉
。
且
「
微
」「
顯
」
二
字
、
如
「
禮
器
」
曰
、「
禮
有
大
有
小
、
有
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顯
有
微
」。
古
人
所
用
豈
其
所
謂「
體
用
一
源
」、「
顯
微
無
間
」之
謂
乎
。）三
〇

徂
徠
は
家
族
倫
理
の
例
を
使
っ
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
例
は
前
章（「
中
庸

章
句
」
の
第
十
五
章
に
當
た
る
）
の
「『
詩
』
に
曰
く
、『
妻
子
と
好
み
て
合
へ

り
、
瑟
琴
を
鼓
く
が
如
し
。
兄
弟
既
に
翕あ
へ
り
、
和

し
て
且
つ
耽たの
し
む
。
爾

の
室
家
に
宜
し
く
、
爾
の
妻さい
ど
を

し
ま
す
』。
子
曰
く
、『
父
母
に
は
、
其
れ

順
な
ら
ん
』」
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
。
徂
徠
の
『
中
庸
解
』
で
は
、
朱
子
の
「
中

庸
章
句
」
の
第
十
五
章
と
第
十
六
章
を
合
わ
せ
て
一
章
（『
中
庸
解
』
の
第
十
五

章
に
當
た
る
）
と
し
て
い
る
。「
妻
子
好
合
」
章
を
具
體
例
と
し
て
「
鬼
神
」
章

の
「
微
の
顯
る
る
は
、
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
」
を
解
釋
す
る
こ
と
は
徂
徠
『
中

庸
解
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
部
分
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、「
至
微
の
末
」
と
は
、

己
に
見
え
ず
、
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
己
に
見

え
な
く
と
も
、
實
は
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
の
で
、
人
に
氣
づ
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、

人
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
る
べ
き
こ
と

は
、
務
め
て
德
を
成
す
こ
と
で
あ
る
。
德
さ
え
成
せ
ば
、
内
外
一
致
と
な
り
、

る
必
要
が
な
い
。
こ
れ
は
「
微
の
顯
る
る
は
、
誠
の
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
」
こ

と
の
眞
意
で
あ
る
。
故
に
、
人
は
「
中
庸
」
を
務
め
て
己
の
德
を
磨
け
ば
、
ど

ん
な
高
妙
な
道
理
も
自
然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

『
中
庸
解
』
序
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
徂
徠
の
理
解
し
た
「
中
庸
」
と
は
「
德
行

の
名
」で
あ
り
、
あ
ま
り
高
遠
で
な
く
、
實

し
や
す
い
も
の
を
指
し
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
孝
」、「
悌
」、「
忠
」、「
信
」の
類
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
常

の
倫
理
面
で
努
力
し
て
、「
孝
」、「
悌
」、「
忠
」、「
信
」を
實
行
す
る
こ
と
こ
そ

が
「
中
庸
」
本
來
の
旨
で
あ
る
と
徂
徠
は
主
張
し
て
い
る
。

更
に
、「
中
庸
」第
十
五
章
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
締
め
括
っ
て
い

る
。

此
の
章
始
め
「
誠
」
を
言
ふ
。
蓋
し
篇
首
の
「
性
に
率
ふ
を
こ
れ
道
と
謂

ふ
」
に
本
づ
く
。
若
し
先
王
の
道
を
し
て
人
の
性
に
遠
ざ
か
ら
し
め
ば
、

則
ち
勉
強
す
る
の
み
。
何
の
誠
か
こ
れ
有
ら
ん
や
。
孔
子
曰
く
、「
父
子
の

道
、
天
性
な
り
」
と
（『
孝
經
』）。
故
に
堯
舜
の
道
、
孝
弟
由
り
始
ま
る
。

即
ち
中
庸
の
德
な
り
。
禮

の
教
、
養
ひ
て
以
て
こ
れ
を
成
す
。
充
し
て

こ
れ
を
大
き
く
す
る
の
み
。
故
に
「
率
性
」
と
曰
ひ
、「
中
庸
」
と
曰
ひ
、

「
孝
弟
」
と
曰
ひ
、「
誠
」
と
曰
ふ
。
一
以
て
こ
れ
を
貫
く
。
彼
の
造
り
て

費

等
の
種
種
の
名
目
と
爲
す
者
は
、此
の
義
に
昧
し
と
謂
ふ
可
し
。（『
中

庸
解
』
第
十
五
章
）

（
此
章
始
言
誠
。
蓋
本
於
篇
首
率
性
之
道
焉
。
若
使
先
王
之
道
遠
人
之
性
、

則
勉
強
而
已
。
何
誠
之
有
哉
。
孔
子
曰
、
父
子
之
道
、
天
性
也（『
孝
經
』）

故
堯
舜
之
道
、
由
孝
弟
始
。
即
中
庸
之
德
也
。
禮

之
教
、
養
以
成
之
。

充
而
大
之
而
已
矣
。
故
曰
率
性
、
曰
中
庸
、
曰
孝
弟
、
曰
誠
。
一
以
貫
之
。

彼
造
爲
費

等
種
種
名
目
者
、
可
謂
昧
乎
此
義
矣
。）三
一

右
に
よ
れ
ば
、「
誠
」
は
「
性
に
率
ふ
を
こ
れ
道
と
謂
ふ
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
徂
徠
の
い
う
「
道
」
と
は
「
先
王
の
道
」
で
あ
り
、
禮

刑
政
の
類

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
誠
」
と
は
「
先
王
の
道
」
を
忠
實
の
行
う
こ
と
で

あ
る
。「
先
王
の
道
」
は
本
よ
り
巧
妙
な
「
理
」
で
は
な
く
、「
孝
弟
」
か
ら
始

ま
る
基
本
的
倫
理

で
あ
る
。
即
ち
、「
中
庸
の
德
」は
禮

の
教
そ
の
も
の
で

あ
る
。
故
に
、「
率
性
」
も
、「
中
庸
」
も
、「
孝
弟
」
も
、「
誠
」
も
同
じ
く
「
先

王
の
道
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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徂
徠
の
『
辨
名
』
天
命
帝
鬼
神
章
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鬼
神
の
德
は
、「
中
庸
」
は
「
誠
」
を
以
て
こ
れ
を
言
ひ
、『
左
傳
』
は
「
聰

明
正
直
」
を
以
て
こ
れ
を
言
ふ
。
其
の
言
は
殊
な
る
と
雖
も
、
其
の
義
は

一
な
り
。
皆
其
の
思
慮
勉
強
の
心
無
き
を
謂
ふ
な
り
。（『
辨
名
』
天
命
帝

鬼
神
）

（
鬼
神
之
德
、「
中
庸
」
以
誠
言
之
、『
左
傳
』
以
聰
明
正
直
言
之
。
其
言
雖

殊
、
其
義
一
矣
。
皆
謂
其
無
思
慮
勉
強
之
心
也
。）

『
中
庸
解
』
と
照
合
し
て
み
る
と
、
徂
徠
の
言
う
「
誠
」
は
更
に
明
瞭
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
誠
」
と
は
「
思
慮
勉
強
の
心
」
が
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
徂
徠
の
政
治
理
念
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
。
上
に
立
つ
人
は
禮

を
も
っ
て

社
會
風
俗
を
養
い
、
民
は
風
俗
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
る
。三
二
『
中
庸
解
』
で
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
し
凡
そ
の
人
、
先
王
の
道
を
行
ひ
て
、
能
く
誠
心
有
る
者
は
、
こ
れ
を

天
性
に
得
。
故
に
曰
く「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
」。
力
行
の
久
く
し
て
、

習
ひ
て
以
て
性
と
成
れ
ば
、
則
ち
其
の
初
め
に
誠
心
無
き
者
も
、
今
皆
誠

心
有
り
。
是
れ
人
力
の
爲
す
所
、
教
の
至
る
所
な
り
。
故
に
曰
く
「
こ
れ

を
誠
に
す
る
者
は
人
の
道
な
り
」。（『
中
庸
解
』
第
二
十
章
）

（
蓋
凡
人
行
先
王
之
道
、
而
能
有
誠
心
者
、
得
之
天
性
。
故
曰
誠
者
天
之
道

也
。
力
行
之
久
、
習
以
成
性
、
則
其
初
無
誠
心
者
、
今
皆
有
誠
心
。
是
人

力
之
所
爲
、
教
之
所
至
也
。
故
曰
誠
之
者
人
之
道
也
。）三
三

右
に
據
れ
ば
、
全
て
の
人
は
「
先
王
の
道
」
を
行
う
場
合
、
も
と
も
と
「
誠

心
」
の
あ
る
人
も
お
り
、「
誠
心
」
の
無
い
人
も
い
る
。「
誠
心
」
の
あ
る
人
は

天
性
に
得
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
」と
い
う
。
も
と

も
と
「
誠
心
」
の
な
い
人
も
「
先
王
の
道
」
を
行
う
こ
と
久
け
れ
ば
、
自
然
と

習
慣
と
な
り
、
性
と
な
る
。
つ
ま
り
、
最
初
は
「
誠
心
」
の
な
い
人
も
「
誠
心
」

が
あ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
人
の
力
の
な
す
と
こ
ろ
で
、
教
え
の
至
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
人
の
道
な
り
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
三
四

。

徂
徠
の
注
釋
を
ま
と
め
る
と
、「
中
庸
」
と
は
「
德
行
の
名
」
で
あ
り
、
あ
ま

り
高
遠
で
な
い
、
實

し
や
す
い
道
で
あ
り
、「
孝
、
悌
、
忠
、
信
」の
類
を
指

し
示
す
言
葉
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
先
王
の
道
」そ
の
も
の
で
あ
る
。「
鬼

神
」
と
は
「
天
」
と
「
人
」
を
合
わ
せ
て
い
う
言
葉
で
あ
り
、
朱
子
の
言
う
「
陰

陽
二
氣
」
の
こ
と
で
は
な
い
。「
鬼
神
の
德
」
は
「
誠
心
」
で
あ
り
、「
思
慮
勉

強
の
心
」
の
な
い
心
境
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
思
慮
勉
強
の
心
な
し
に
「
先
王

の
道
」
を
行
い
續
け
れ
ば
、
も
と
も
と
「
誠
心
」
の
な
い
人
に
も
「
誠
心
」
が

あ
る
よ
う
に
な
り
、「
中
庸
の
德
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
朱
熹
の『
四
書
章
句
集
注
』「
中
庸
章
句
」、
伊
藤
仁
齋『
中
庸
發
揮
』、

荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』
に
お
け
る
「
鬼
神
」
に
關
連
す
る
章
を
取
り
あ
げ
、
三

人
の
注
釋
の
異
同
を

證
し
て
み
た
。

朱
子
の
解
釋
に
據
れ
ば
、「
鬼
神
」と
は
陰
陽
二
氣
の
爲
す
と
こ
ろ
で
、
至
誠

の
理
を
反
映
し
て
い
る
。
朱
子
は
鬼
神
論
を
理
氣
論
や
道
德
論
と
緊
密
に
結
び

つ
い
て
、「
鬼
神
」に
つ
い
て
、

り
な
く
、
天
理
を
反
映
す
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
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仁
齋
の
解
釋
に
據
れ
ば
、「
鬼
神
」は
あ
く
ま
で
も
祖
先
祭
祀
と
い
う
具
體
的

な
社
會
行
動
に
限
定
さ
れ
る
對
象
で
あ
る
。「
中
庸
」
に
見
え
る
「
鬼
神
」
に
關

係
す
る
記
述
は
別
の
書
の
内
容
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
、
孔
子
の
言
葉
で
は
な

い
。「
中
庸
」
に
見
え
る
「
誠
」
は
「
聖
人
の
行
い
」
を
指
し
示
す
言
葉
で
あ
る
。

朱
子
學
の
「
誠
と
は
天
理
の
本
然
」
と
い
う
説
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。

徂
徠
の
解
釋
に
據
れ
ば
、「
中
庸
」
と
は
「
德
行
の
名
」
で
あ
り
、
あ
ま
り
高

遠
に
す
ぎ
ず
、
實

し
や
す
い
道
の
こ
と
で
、「
孝
、
悌
、
忠
、
信
」の
類
を
指

す
言
葉
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
先
王
の
道
」そ
の
も
の
で
あ
る
。「
鬼
神
」

と
は
「
天
」
と
「
人
」
を
合
わ
せ
て
い
う
言
葉
で
あ
る
。
仁
齋
同

、「
鬼
神
」

を
祭
祀
活
動
に
限
定
し
て
、
朱
子
の
言
う
「
陰
陽
二
氣
」
説
に
つ
い
て
、
否
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
仁
齋
と
も
異
な
り
、「
鬼
神
」
は
「
中
庸
」
に
本
來
あ
る

概
念
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
鬼
神
の
德
」
を
「
誠
心
」、
つ
ま
り
、「
思
慮
勉
強

の
心
」
が
な
い
心
境
を
指
す
言
葉
で
あ
る
と
主
張
し
、
思
慮
勉
強
の
心
な
し
に

「
先
王
の
道
」
を
行
い
續
け
れ
ば
、
も
と
も
と
「
誠
心
」
の
な
い
人
に
も
「
誠
心
」

が
あ
る
よ
う
に
な
り
、「
中
庸
の
德
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。
三
人
の
「
中
庸
」
に
關
す
る
注
釋
を
比
較
し
た
結
果
、
徂
徠
の
注
釋
は
仁

齋
と
完
全
に
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
朱
子
學
の
「
理
氣
論
」
を
否
定
す

る
點
で
は
一
致
し
て
い
る
。

（
ち
ょ
う

ゆ
う
い
・
言
語
文
学
専
攻
）

注一

伊
藤
仁
齋
の
四
書
注
釋
書
に
は『
論
語
古
義
』、『
孟
子
古
義
』、『
大
學
定
本
』、『
中

庸
発
揮
』が
あ
り
、
荻
生
徂
徠
の
四
書
注
釋
書
に
は『
論
語
徴
』、『
大
學
解
』、『
中

庸
解
』
が
あ
る
。

二

『
神
概
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
。

三

『
人
文
研
究
』
37
⑶
、
大
阪
市
立
大
學
文
學
部
、
一
九
八
五
年
。

四

『
中
国
古
典
選
』
七
『
大
學
・
中
庸
』、
第
二
二
〇
頁
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八

年

五

同
第
一
八
八
頁
。

六

佐
藤
仁
『
朱
子
學
の
基
本
用
語
（
北
溪
字
義
譯
解
）』、
第
二
〇
一
頁
、
研
文
出
版
、

一
九
九
六
年
。

七

『
朱
子
語
類
』

六
十
三
、『
中
庸
』
二
、
第
十
六
章
（
中
華
書
局
、
第
一
五
四
八

頁
）

八

同
第
一
五
四
七
頁
。

九

同
第
一
五
四
七
頁
。

一
〇

同
第
一
五
五
〇
頁
。

一
一

鬼
神
之
爲
德
者
、
誠
也
。
德
只
是
就
鬼
神
言
、
其
情

皆
是
實
理
而
已
。（『
朱
子

語
類
』
巻
六
十
三
、『
中
庸
』
二
）

一
二
『
日
本
名
家
四
書
注
釋
全
書
』（
以
下
『
全
書
』
と
略
称
）、「
中
庸
發
揮
」
第
三
頁
。

一
三
『
全
書
』「
中
庸
發
揮
」
第
四
頁
。

一
四

田
尻
祐
一
郎
「
伊
藤
仁
齋
の
中
庸
論
」
に
據
れ
ば
、
仁
齋
は
朱
子
の
構
築
し
た
「
四

書
」
と
い
う
構
圖
か
ら
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
解
き
放
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
に
外
れ
る
「
高
遠
」
な
議
論

こ
そ
が
「
異
端
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。
朱
子
學
が
「
道
學
」
の
最
高
テ
キ
ス
ト
と

し
て
位
置
付
け
た
『
中
庸
』
を
、
仁
齋
は
既
に
そ
の
内
部
に
『
論
語
』
と
『
孟
子
』

か
ら
外
れ
た
「
異
端
」
を
部
分
的
に
抱
え
込
ん
だ
テ
キ
ス
ト
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』

の
立
場
か
ら
再
吟
味
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
と
評
價
す
る
の
で
あ
る
。（『
江
戸
儒

學
の
中
庸
注
釋
』
第
一
九
八
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）

一
五

同
第
四
頁
。

一
六

同
第
二
十
三
頁
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一
七

拙
論
の
「
荻
生
徂
徠
『

園
随
筆
』
に
お
け
る
仁
齋
學
批
判
」（『
中
国
哲
學
』
第

四
十
一
、
四
十
二
号
合
併
号
）
を
參
考
さ
れ
た
い
。

一
八
『
全
書
』「
中
庸
發
揮
」
第
二
十
三
頁
。

一
九

同
第
二
十
四
頁
。

二
〇

同
第
二
十
四
頁
。

二
一

同
第
二
十
四
頁
。

二
二

同
第
三
十
三
頁
。

二
三

同
注
十
四
。

二
四
『
日
本
思
想
大
系
・
荻
生
徂
徠
』「
辨
道
」、
岩
波
書
店
、
以
下
は
『
大
系
』
と
略
称
。

二
五
『
全
書
』「
中
庸
解
」
第
一
頁
。

二
六

徂
徠
學
で
は
、「
先
王
の
道
」
は
禮

な
ど
實
在
の
制
度
（
徂
徠
の
い
う
「
物
」）

に
頼
っ
て

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
詳
し
く
拙
論
の「『
論
語
徴
』に
お
け
る「
先

王
の
道
」
に
つ
い
て
」（
北
京
日
本
學
研
究
中
心
『
日
本
學
研
究
』
第
二
十
三
輯
、

學
苑
出
版
社
）
を
參
考
さ
れ
た
い
。

二
七
『
全
書
』「
中
庸
解
」
第
二
十
四
頁
。

二
八

同
第
二
十
四
頁
。

二
九

同
第
二
十
四
頁
。

三
〇

同
第
二
十
五
頁
。

三
一

同
第
二
十
六
頁
。

三
二

拙
論
「『
論
語
徴
』
に
お
け
る
「
先
王
の
道
」
に
つ
い
て
」（
北
京
日
本
學
研
究
中

心
『
日
本
學
研
究
』
第
二
十
三
輯
、
學
苑
出
版
社
）
を
參
考
さ
れ
た
い
。

三
三
『
全
書
』「
中
庸
解
」
第
四
十
一
頁
。

三
四

即
ち
、
徂
徠
に
お
け
る
「
誠
心
」
と
は
個
別
に
人
に
與
え
ら
れ
た
「
性
」＝

「
氣

質
の
性
」
が
あ
る
い
は
は
じ
め
か
ら
「
天
性
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
力
行
の
久

し
く
、
習
い
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
る
べ
き
姿
に
成
就
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
「
道
」

に
參
與
す
る
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
徂
徠
學
の「
人
間
論
」

は
『
中
庸
解
』
の
「
誠
」「
鬼
神
」
の
注
釋
に
一
貫
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
中
村
三

春
「
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』」（『
江
戸
儒
學
の
中
庸
注
釋
』、
第
二
二
三
頁
、
汲
古

書
院
、
二
〇
一
二
年
）
を
參
考
さ
れ
た
い
。
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